
広報きたあきた　20.　2.　167 6広報きたあきた　20.　2.　16

国民年金保険料市長日誌

◇
１
月
16
日
〜
31
日 

16
日
（
水
）
▽
県
道
河
辺
阿
仁
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
設
立

　
　
　
　
　
総
会
に
出
席
（
ホ
テ
ル
松
鶴
）
▽
阿
仁
森
吉
商
工

　
　
　
　
　
会
新
春
交
流
会
に
出
席
（
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー
セ

　
　
　
　
　
ン
タ
ー
） 

17
日
（
木
）
▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
管
理
者
会
議
に

　
　
　
　
　
出
席
（
米
代
流
域
衛
生
セ
ン
タ
ー
） 

18
日
（
金
）
▽
秋
田
県
地
域
医
療
対
策
協
議
会
に
出
席
（
秋
田

　
　
　
　
　
市
） 

19
日
（
土
）
▽
新
春
芸
術
文
化
協
会
交
流
会
に
出
席
（
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　
松
鶴
） 

20
日
（
日
）
▽
幸
町
町
内
会
30
周
年
式
典
並
び
に
祝
賀
会
に
出

　
　
　
　
　
席
（
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

21
日
（
月
）
▽
次
世
代
支
援
対
策
地
域
協
議
会
委
員
に
委
嘱
状

　
　
　
　
　
を
交
付
（
市
役
所
応
接
室
）
▽
新
年
度
予
算
査
定

　
　
　
　
　
（
市
役
所
第
２
会
議
室
） 

22
日
（
火
）
▽
新
年
度
予
算
査
定
（
市
役
所
第
２
会
議
室
）
▽

　
　
　
　
　
秋
田
県
北
部
特
定
郵
便
局
長
新
春
協
議
会
に
出
席

　
　
　
　
　
（
ホ
テ
ル
松
鶴
）
▽
鷹
巣
町
商
工
会
女
性
部
新
年

　
　
　
　
　
初
顔
合
せ
会
に
出
席
（
ホ
テ
ル
松
鶴
） 

23
日
（
水
）
▽
市
民
病
院
用
務
の
た
め
上
京
（
東
京
都
） 

24
日
（
木
）
▽
企
業
リ
ッ
チ
セ
ミ
ナ
ー
in
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ
に
出

　
　
　
　
　
席
（
名
古
屋
市
） 

26
日
（
土
）
▽
新
春
「
秋
田
内
陸
線
談
義
」
に
出
席
（
阿
仁
山

　
　
　
　
　
村
開
発
セ
ン
タ
ー
） 

28
日
（
月
）
▽
新
年
度
予
算
査
定
（
市
役
所
第
２
会
議
室
）
▽

　
　
　
　
　
第
１
回
北
秋
田
市
民
病
院
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会

　
　
　
　
　
で
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付
（
市
役
所
第
２
会
議
室
） 

29
日
（
火
）
▽
新
年
度
予
算
査
定
（
市
役
所
第
２
会
議
室
）
　

　
　
　
　
　
▽
北
秋
田
市
日
沿
道
・
中
岱
橋
建
設
促
進
期
成
同

　
　
　
　
　
盟
会
役
員
会
及
び
総
会
に
出
席
（
ホ
テ
ル
松
鶴
） 

　
　
　
　
　
▽
北
秋
田
市
建
設
業
協
会
新
年
会
に
出
席
（
ホ
テ

　
　
　
　
　
ル
松
鶴
） 

30
日
（
水
）
▽
３
商
工
会
三
役
と
の
懇
談
会
に
出
席（
む
ら
か
わ
）

　
　
　
　
　
▽
新
年
度
予
算
査
定
（
市
役
所
第
２
会
議
室
） 

31
日
（
木
）
▽
新
年
度
予
算
査
定
（
市
役
所
第
２
会
議
室
） 

市
長
日
誌 

◎ 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
い
は
、
事
前
に
申
込

用
紙
を
提
出
い
た
だ
き
、
以
後
、
将
来
の
保
険
料
を

定
期
的
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
立
替
払
い
し
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら
カ
ー
ド
会
員
の
方
に

請
求
す
る
方
法
で
す
。 

【
申
し
込
み
の
受
付
】 

　
平
成
20
年
２
月
１
日
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。 

　
対
象
は
平
成
20
年
３
月
分
保
険
料
か
ら
で
す
。 

【
支
払
い
方
法
】 

　
毎
月
納
付
・
１
年
前
納
・
半
年
前
納
の
３
種
類
で
、

い
ず
れ
も
現
金
納
付
の
場
合
と
同
じ
保
険
料
額
で
す
。 

【
対
象
と
な
る
保
険
料
】 

　
「
定
額
保
険
料
」
及
び
「
付
加
保
険
料
込
み
の
定

額
保
険
料
」
で
す
。
保
険
料
の
一
部
を
免
除
さ
れ
て

い
る
場
合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。 

【
申
し
込
み
方
法
】 

　
申
込
用
紙
「
国
民
年
金
保
険
料
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
（
変
更
）
申
出
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
へ
提
出
く
だ
さ

い
。
申
込
用
紙
は
、
社
会
保
険
事
務
所
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。
郵
送
も
で
き
ま
す
の
で
、
電
話
等
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

【
注
意
】 

※
金
融
機
関
や
社
会
保
険
事
務
所
の
窓
口
で
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
を
直
接
ご
提
示
・
お
支
払
い
い
た
だ
く

方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
過
去
の
未
払
い
分
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。 

※
カ
ー
ド
会
社
へ
の
支
払
回
数
は
１
回
払
い
の
み
と

な
り
、
分
割
払
い
や
リ
ボ
払
い
等
は
ご
利
用
で
き
ま

せ
ん
。 

　
平
成
20
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
１
万
４
４
１

０
円
（
１
カ
月
分
）
で
す
。
平
成
19
年
度
の
保
険
料

よ
り
も
１
カ
月
３
１
０
円
増
え
ま
す
が
、
前
納
制
度

を
利
用
す
る
と
次
の
よ
う
な
割
引
が
あ
り
ま
す
。 

                      

※
平
成
20
年
度
保
険
料
前
納
の
申
込
み
は
２
月
29
日

ま
で
で
す
。
申
込
み
が
３
月
以
降
に
な
り
ま
す
と
登

録
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
　
鷹
巣
社
会
保
険
事
務
所 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

62 -

１
４
９
７ 

国
民
年
金
保
険
料
が
ク
レ
ジ
ッ
ト 

カ
ー
ド
で
支
払
い
で
き
ま
す 

国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
は 

お
ト
ク
な
前
納
割
引
で
！ 

 

 

 

納付方法 毎月 

１
万
４
４
１
０
円 

× 

12
カ
月 

年間 

17
万
２
９
２
０
円 

 

口座振替

割引額ѕ１

（申込必要）

クレジットカード納付

２月受付開始

（申込必要）

納付書

コンビニで�

も納付可能

年間

16万9300円

3620円の割引

年間

16万9850円

3070円の割引

年間

16万9850円

3070円の割引

１年前納 半年前納 毎月（早割） 

年間

17万960円

1960円の割引

年間

17万1520円

1400円の割引

年間

17万1520円

1400円の割引

年間

17万2320円

600円の割引

※「早割」とは当月末振替の口座振替のことです 

取扱いなし 

取扱いなし 

ア
イ
デ
ィ
ア
ひ
と
つ
で 

生
き
延
び
た
地
方
鉄
道
も 

　
中
田
会
長
が
「
内
陸
線
を
何
と
か
し

て
残
し
た
い
と
言
う
思
い
が
強
い
。
ア

イ
デ
ィ
ア
ひ
と
つ
で
生
き
延
び
た
地
方

鉄
道
も
あ
る
。
地
域
の
暮
ら
し
に
欠
か

せ
な
い
内
陸
線
を
再
生
さ
せ
る
可
能
性

を
探
る
機
会
と
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。 

 

こ
の
あ
と
、「
宝
物
発
見
の
ヒ
ン
ト
を

探
ろ
う
」
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
も
と
、

丸
果
秋
田
県
清
果
社
長
・
高
橋
良
治
氏

と
株
式
会
社
九
州
屋
専
務
・
中
村
郁
男

氏
に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
両
氏
と
も
内
陸
線
の
存
続
と
活
性
の

た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
汗
を
流
す
行

動
を
起
こ
す
こ
と
が
肝
要
で
、
外
に
向

け
て
は
地
域
の
素
材
を
活
か
し
た
戦
略

に
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
強
調
し
ま
し
た
。 

   

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

「
元
気
に
す
る
会
」の
門
脇
光
浩
氏
、「
内

陸
線
の
存
続
を
考
え
る
会
」
、「
内
陸
線

エ
リ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
そ
れ
ぞ
れ
の

代
表
者
で
あ
る
佐
藤
信
夫
氏
、
大
森
光

信
氏
と
基
調
講
演
を
し
た
高
橋
、
中
村

両
氏
が
登
壇
。
パ
ネ
ラ
ー
の
話
題
提
供

に
参
加
者
か
ら
も
多
く
の
意
見
等
が
出

さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
中
で
、
沿
線
地
域
の
活
動

に
つ
い
て
は
▽
乗
車
回
数
券
の
購
入
依

頼
を
拡
充
▽
地
域
温
度
差
の
解
消
▽「
乗

っ
て
残
す
」
実
践
の
強
化
が
必
要
等
の

意
見
が
出
さ
れ
、
ま
た
、
観
光
利
用
増

に
向
け
て
は
▽
地
域
素
材
の
宝
物
は
沢

山
あ
る
が
、
そ
の「
売
り
方
」の
仕
組
み

作
り
の
強
化
が
重
要
▽
地
域
ブ
ラ
ン
ド
、

イ
メ
ー
ジ
の
ア
ピ
ー
ル
が
弱
い
等
と
す

る
課
題
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
沿
線
地
域
の
足
と
し
て
残
し
、
そ
の

先
に
活
路
を
見
い
出
す
た
め
に
、
何
よ

り
も
地
域
住
民
の
乗
車
が
最
優
先
さ
れ

ま
す
。「
我
ら
が
内
陸
線
」の
意
識
を
高

め
、
地
域
を
挙
げ
て
の
実
践
を
積
極
的

に
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
寺
田
秋
田
県
知
事
は
１
月
28

日
の
定
例
会
見
で
、
内
陸
線
の
存
廃
に

つ
い
て
「
今
年
の
夏
ご
ろ
ま
で
に
住
民

と
対
話
し
な
が
ら
決
め
た
い
」
と
の
方

針
を
示
し
て
い
ま
す
。 

沿
線
地
域
の 

　
住
民
乗
車
が
最
優
先 

市民ら約180名が参加して活発な意見交換が行われた 

写真撮影：工藤寿さん（内陸線サポーター） 写真撮影：工藤寿さん（内陸線サポーター） 


